
す。具体的には、循環器再生医療への応用

を目指し、細胞外マトリクス（ECM）の改

変技術を検討しています。

ホイットニー　私は生分解性のインジェ

クタブルポリマーとナノ粒

子を組み合わせた新しい

DDS担体の開発を行っ

ています。薬剤の放出を

厳密に制御するために、ナ

ノ粒子のサイズやポリマーの濃度などのパ

ラメータを変化させたときの影響を検証し

ています。

ジェン　私はポリリン酸エステルの免疫賦

活能について検討しています。疎水性基を

持つポリリン酸エステルを表面修飾したリ

ポソームを調製し、抗原提示細胞への取り

込みについて調べています。将来、この技

術をがん細胞の表面修飾に

応用することによって、

がん免疫治療の効率化

が可能になると考えてい

ます。

―来日前に期待したことはありますか？来日

してどうでしたか？

ジェイコブ　私は旅行をすることも楽しみ

にしていました。西洋とは全く違う文化を

持っていた国が、開国から現代に至るまで

ものすごい早さで西洋の文化を取り入れ、

いまやテクノロジーや経済の面でも世界

のリーダー的存在になっていることに驚き

ます。その一方で日本独自の伝統的な面も

残っているので、とても興味深いです。

ホイットニー　私は東京と広島を旅行し

ました。レストランではメニューが読めな

いので、写真を見て多分こんなものだろう

な、と思って注文しましたが、70％は違うも

のが出てきました（笑）。ここでわかったこ

とは、とりあえず注文して食べてみて、そし

てそれが何なのかを知る、ということです。

ヨク　日本語は、カタカナは読めるし構文

も勉強しましたが、話すこと

ができません。時々、日本

語で話しかけられても、

理解できないことが多くて

残念でした。

―関西大学の研究環境はどうでしたか？

ジェイコブ　本国の私がいたラボでは、そ

れぞれが自分の研究にのみ集中しているの

に比べ、関西大学はプロジェクトでの研究

がより行われていると思いました。

ジェン　ここでは一生懸命勉強しましたし、

自分の大学より研究に触れる機会が多かった

と感じています。1日の研究時間が長かった

ですが（笑）。Japanese styleですね。

ホイットニー　でも関西大学での研究は本

当におすすめです。様々な機器の操作も覚

えられて、素晴らしい経験になりました。
（7月10日、岩﨑研究室にて）

（注）
＊1 長冨先生：クレムソン大学 バイオエンジニアリング
学科 長冨次郎教授

―なぜ留学先として関西大学を選んだので

すか？

ジェイコブ　もともと海外留学に対し興

味があり、日本にも訪れたいと思っていま

したが、日本語ができないことが障壁でし

た。ある日、長冨先生＊1から関西大学で研

究する機会があることを教えてもらい、来

日を決めました。

ヨク　私は留学できる大学でどのようなプロ

ジェクトが進められているかを色々と調べた

のですが、バイオマテリアルに関連した研究

ができる大学は関西大学だけだったので、ト

ライしてみようと思いました。

ホイットニー　ジェイコブと同じで、長冨

先生とお話をして来日を決めました。アジ

アは初めてです。夏休みを利用して海外で

研究できることに、たいへん興味を持ちま

した。また関西というのも魅力的でした。

京都や奈良へ簡単に行けますから。

―携わった研究について教えてください。

ジェイコブ　私は光線力学的療法に有効

な金属ナノクラスターについて研究

しています。タンパク質を用い

て調製したナノクラスターに

有機色素を複合化することに

よって、高いPDT効果が得られ

ます。将来、それらが化学療法や放射

線療法に替わる新たながんの治療法に展開

されることを期待しています。

ヨク　私は細胞が分泌する成分を用いた新

たなバイオマテリアルの開発を行っていま

関西大学理工系学部では、海外の大学と部局間協定
を結び、短期留学生を受け入れている。今年度はタ
イから1名、アメリカ合衆国から3名の留学生が訪
れ、KU-SMART PROJECTにも関わりのある研究
に励んだ。座談会を通して、リアルな声を聞いた。

音楽が好き、研究発表
が好き（笑）。フェア
プレイという小さな町
の出身です。 

乗馬が好きです。で
も自分の馬は持って
いません。夏はいつ
も地元のオハイオに
帰ります。

趣味はハイキング。サ
ウスカロライナ州では
テーブル・ロック・マ
ウンテンが有名です。

ジェイコブさん
Jacob TURNER
アメリカ・クレムソン大学
バイオエンジニアリング学科
４年次生　

ホイットニーさん
Whitney SCHRODER
アメリカ・クレムソン大学
バイオエンジニアリング学科
４年次生

ヨクさん
Slocha SAPASAKULVANIT
タイ・チュラロンコン大学
理学部 化学科
４年次生

ジェンさん
Gentry BOWEN
アメリカ・クレムソン大学
バイオエンジニアリング学科
４年次生

猫が好き。犬とよりも
良い体験があるから
かな。水泳が趣味。日
本は3回目です。

聞き手
岩﨑泰彦先生
化学生命工学部
化学・物質工学科 教授

写真 左から

留学生座談会

乗岡智沙さん

N O R I O K A  C h i s a

黙々とデ
ータを積

み重ねて
いくのが

楽しい

●どのような研究をしているのですか？

宮田先生の研究室で高分子ゲルの合成
の研究をしています。一般とは違った合
成をした場合に、その高分子ゲルがどの
ような特性を持つかという研究です。ゲ
ルは3次元のネットワークでできている
のですが、そのネットワークを制御し、
こちらが狙った通りの特性を持たせるこ
とが最終的な目標です。
●研究で楽しいところ、大変なところは？

ネットワークの特性を、ひとつひとつ
実験しながら系統立てていくのですが、
実験に成功しても失敗しても、データが
集まって形づくられてくると達成感があ
ります。黙々とデータを積み重ねていく
のが楽しいです。
一方で、上級生として下級生の研究や
発表の仕方などをアドバイスすることは
大変で、とても責任を感じています。で

も、専門外の研究を勉強する良い機会に
なりますし、下級生を指導する中で自身
の研究が整理できることもあります。
●ここで得たものはありますか？

あまり話すことが得意ではなかったの
ですが、先生方とお話をする機会に恵ま
れたことでコミュニケーション能力を磨
くことができました。また、研究は理論
的に考える必要があるので、研究以外の
場面でも「目的を達成するための道筋を
どう立てるか」ということを考える力が
ついたと感じています。
これまで自分が積み重ねてきたデー
タがこのプロジェクトの役に立てば嬉し
いです。大矢先生が「しっかり研究やれ
よ！」と院生全員を激励してくれたとき
は、プレッシャーも感じましたが同時に
ありがたく思いました。卒業までの残り
の時間で役に立つデータをもっと積み重
ねていきたいと思っています。

学生紹介　K U M P な

●どのような研究をしているのですか？

DNAを使った医用材料、特にヒドロ
ゲルの研究をしています。私は高分子と
高分子を繋ぐ道具として4本の鎖が束に
なっている（四重鎖）DNAを使用して
います。これは生物の体内にある染色体
χの末端にあり、細胞の時限装置の役割
をしています。
この特性はがん治療の応用に期待でき
ます。がん細胞には四重鎖DNAがない
ので、細胞が増える一方です。ただ、四
重鎖を作る配列はがん細胞にもあるので、
四重鎖を作ることで、がん細胞の増殖を
止められるのではないかと考えています。
また、薬物を内包させたゲルを用いるこ
とで、がん治療を行うことができるかも
しれません。
●研究で楽しいところは？

頭の中に描いていないことがたまに起
こるのですが、そんなときに「これは何

だ？」と調べることが面白いです。
それから、葛谷先生と実験のディスカッ

ションをしたときに意見が割れることがあ
ります。先生は経験値で言うのですが、現
場で手を動かしているのは私です。「じゃ
あ勝負しましょう」となる。それで実際
に自分の言ったことが実験で証明された
ときは嬉しいですね。
●将来はどんな道を考えていますか？

ある企業の方とお会いした際に、私の
扱っている素材を「化粧品に応用してみた
い」という話が出て、そこから化粧品の開
発に興味が湧いてきました。これまで自
分の研究は医療応用に限定して考えてい
ましたが、実はいろいろなところで応用
可能なのかもしれないと思います。この
プロジェクトで企業の方や大阪医科大学の
先生方とやりとりする中でも、新しい視点
に気付かされる場面が多く、得がたい経験
をさせてもらっていると感じています。

研究はた
まにお

もしろい
ことが起

こる

田中静磨さん

T A N A K A  S h i z u m a

人
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